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佐
伯

富
教
授
の
卦

京
都
大
同
学
名
誉
教
授
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
っ

て
東
洋
史
研
究
舎
の
副
曾
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
佐

伯
富
先
生
は
、
二

O
O
六
年
七
月
五
日
逝
去
さ
れ

た
。
享
年
九
五
歳
。

先
生
は
一
九
一

O
年
(
明
治
四
三
年
)
に
名
利

萩
原
土
寸
に
生
ま
れ
、
香
川
豚
立
一
二
豊
中
且
学
校
、
第

六
高
等
息
子
校
を
へ
て
、
京
都
帝
園
大
向
晶
子
リ
人
事
部
史

的
学
科
に
入
撃
、
一
九
三
五
年
に
卒
業
、
ま
も
な
く

東
方
文
化
的
学
院
京
都
研
究
所
研
究
嘱
託
と
な
ら
れ
、

そ
の
後
東
方
文
化
研
究
所
助
手
に
昇
進
、
さ
ら
に

京
都
帝
園
大
皐
人
文
科
皐
研
究
所
助
手
に
配
置
換

え
、
一
九
四
二
年
に
山
円
高
等
商
業
学
校
(
現
山

口
大
向
学
)
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
。
終
戦
の
の

ち
、
一
九
四
九
年
に
は
京
都
大
撃
文
撃
部
助
教
授

に
迎
え
ら
れ
た
。
一
九
五
七
年
教
授
に
昇
進
し
て

東
洋
史
的
学
第
三
講
座
を
捨
賞
さ
れ
、
一
九
七
四
年

定
年
退
職
の
の
ち
京
都
大
皐
名
且
芦
田
教
授
と
な
ら
れ
た
。

先
生
の
同
学
界
に
お
け
る
功
績
と
し
て
本
誌
で
ま

ず
特
記
す
べ
き
は
、
先
生
が
東
洋
史
研
究
舎
の
設

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
機

関
誌
『
東
洋
史
研
究
』
第
一
巻
第
一
競
は
一
九
一
一
一
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五
年
に
産
撃
を
あ
げ
る
が
、
そ
の
「
編
集
後
記
」

に
掲
げ
る
研
究
合
同
人
(
合
員
)
三
十
名
の
中
に

す
で
に
先
生
の
名
前
が
見
え
る
。
そ
の
第
三
巻
第

五
競
は
自
ら
責
任
編
集
に
首
た
ら
れ
た
も
の
で
あ

る。
し
か
し
束
洋
史
研
究
舎
に
釘
す
る
先
生
の
特
別

な
貢
献
は
、
何
と
言
っ
て
も
戦
後
に
な
っ
て
東
洋

史
研
究
叢
刊
の
愛
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
の
第
一
加
が
一
九
五
六
年
に
出
版
さ
れ
て
か
ら
、

一
九
七
三
年
に
す
べ
て
の
業
務
を
同
朋
舎
に
委
託

す
る
ま
で
、
そ
の
編
集
か
ら
販
責
、
曾
計
に
至
る

ま
で
す
べ
て
を
京
都
大
向
伊
東
洋
史
研
究
室
で
行
っ

て
い
た
。
先
生
は
こ
の
責
務
捨
嘗
の
線
責
任
者
を

つ
と
め
ら
れ
、
こ
の
叢
書
が
世
界
の
間
学
界
で
定
着

す
る
の
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

先
生
の
専
門
は
中
園
近
世
枇
曾
経
、
併
史
で
あ
っ

た
。
「
東
洋
史
研
究
」
第
二
巻
第
-
二
競
に
は
先
生

の
「
陶
希
聖
著
作
日
銀
附
略
停
」
が
見
え
る
。
こ

れ
は
「
現
代
支
那
名
家
著
作
目
録
」
シ
リ
ー
ズ
の

一
つ
で
あ
っ
た
が
、
先
生
が
陶
希
聖
に
つ
い
て
執

筆
す
る
こ
と
を
捨
賞
さ
れ
た
の
は
、
骨
田
時
か
ら
枇

命
日
経
済
史
家
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
「
宋
代
茶
法
研
究
資
料
』
が
東
方
文
化
研
究

所
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
四
一
年
の
こ
と
、

先
生
は
こ
れ
を
「
現
在
で
言
え
ば
修
士
論
文
に
あ

十

た
り
ま
す
」
と
誇
ら
し
げ
に
お
っ
し
ゃ
り
、
我
々

を
激
励
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
も
先
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
が
何
で
あ

る
か
と
訊
か
れ
れ
ば
、
誰
も
が
中
岡
盤
政
史
の
研

究
で
あ
っ
た
と
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
自
瑚
を
少
し

く
混
じ
え
つ
つ
し
か
し
白
侍
の
気
持
ち
を
表
さ
れ

た
言
葉
、
「
中
岡
の
盤
政
を
研
究
す
る
者
は
盤
馬

鹿
(
盤
糊
塗
)
と
い
わ
れ
ま
す
」
は
、
我
々
受
講

生
で
あ
れ
ば
誰
で
も
一
度
や
二
度
は
先
生
か
ら
お

聴
き
し
た
し
、
先
生
自
身
何
度
か
お
書
き
に
な
っ

て
い
る
。
一
九
四
三
年
に
公
表
さ
れ
た
「
堕
と
支

那
枇
舎
」
(
の
ち
「
堕
と
中
岡
枇
曾
」
)
は
必
ず
や

先
生
の
自
信
作
の
一
つ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、

現
在
か
ら
見
て
も
い
さ
さ
か
も
そ
の
輝
き
を
減
じ

て
い
な
い
。
こ
れ
を
出
愛
貼
と
す
る
研
究
は
そ
の

後
半
世
紀
近
く
を
へ
て
『
中
園
盤
政
史
の
研
究
』

と
な
っ
て
結
賓
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
九
八
九
年
、

恩
賜
賞

-
H本
皐
士
院
賞
を
授
奥
さ
れ
た
。
最
晩

年
に
は
、
山
西
商
人
の
通
史
的
研
究
に
情
熱
を
燃

や
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
宋
代
ま
で
公
表
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
惜
し
く
も
絶
筆
と
な
っ
た
。

篤
(
貫
そ
の
も
の
と
い
う
先
生
で
あ
っ
た
。
先
生

の
教
え
を
直
接
に
受
け
ら
れ
た
こ
と
を
、
人
生
に

お
い
て
ま
こ
と
に
有
難
い
こ
と
と
思
う
。
御
冥
一
帽

を
祈
る
o
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